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梶井基次郎「檸檬」にみる近代と前近代
　　　
 ［要旨］
梶井基次郎の代表作「檸檬」は、習作「瀬山の話」の「檸檬」と名づ
けられた挿話を取り出したものである。病気と借金により落魄した現在の 「私」は、以前は好きであった丸善からは足が遠のいていた。現在、心が惹かれるのは、裏通りである。そこには、滅びに向かう「土塀が崩れてゐたり家並が傾きかかつてゐたり」という風景が現出する。それは、大正一二年に書かれた日記 「セザンヌの廃屋と風景と 何れが美なるか」の「廃屋」との関わりが考えられる。ここに丸善 近代を具現化した存在と前近代の廃屋という対比を見ることができる。また、びいどろや花火の色彩には、セザンヌの色への拘りが関連付けられる。そして、画本 積み上げ 上に檸檬を据えるということに、セザンヌの静物 構図 想起すること 出来 。檸檬爆弾による幻想の中の丸善の破壊には、諧謔の精神と一時のカタルシスの感受もみることができる。
　　　
 ［キーワード］…丸善、近代、前近代、セザンヌ、諧謔
　　　
はじめに
　
梶井基次郎の「檸檬」は、大正一四年一月『青空』創刊号に発表され
た。 「檸檬」は、大正一三年の習作「瀬山の話」の「檸檬」と名付けら 　
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れた挿話を取り出したものであることは、よく知られている。また、 「檸檬」のメインテーマである、丸善の書棚に檸檬爆弾を仕掛けるということについては、大正一一年に作られた詩「秘やかな楽しみ」との関わりが指摘できる。　
一方、 「檸檬」に表れる丸善と、裏通りの「土塀が崩れてゐたり家並
が傾きかかつてゐたり――」という風景との対比では、近代と前近代という内実を孕んでいると見ることが出来る。　
梶井の日記には、 「セザンヌの廃屋と風景とは何れが美なる
か（１）
」と書
かれており、書簡
（２）
には、 「音楽及び絵画のやうな効果をもたらす詩です」
という記述がある。これらのことから、裏通りの風景及び色彩に、自らも「瀬山極」と 筆名 用いた、ポール・セザンヌの影響が見て取れる。　
さらに、丸善における「檸檬爆弾」について、諧謔とカタルシスとの
関係性も見るこ とする。
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本稿においては、習作「瀬山の話」とも関連付けて考察する。
　　　
一
　
丸善と近代
　「檸檬」において、果物屋とともに作品の舞台となる丸善は、明治二年輸入品販売を主業務とする丸屋商社として設立された。それについて
『丸善社史
（３）
』でみることとする。
　
丸善の前身である丸屋商社は福沢諭吉門下の早矢仕有的の夙に創
立する所であつて、福沢諭吉は周知の如く明治初年に於ける新知識であり、外国文化の移植者であり、而かも当時の法政経済事象にして、其の文筆により世人に紹介された所は実に計り知る可からざるものがある。
　
さらに『丸善社史』で見ていくと、丸善の創立者である早矢仕有的は、
創立の理想として、日本国民がわが国の「実情を直視し外国に対抗すべき国力を充実すべき方策」として、 「日本国の商法 して独立の地位を得せしめんがために、率先して貿易に従事せん」とする決意を表明している。そ て商売の種類として、わが国の進歩の遅れてい ものとして、洋書、薬品、医用機械 販売を手がけることとしたということである。　
丸善の創業の目的が福沢諭吉 よる「外国文化の移植」を体現させる
ものであったこと、そのために洋書などの輸入を手がけたことは、丸善と近代との関連が指摘で る。　
明治四十年の京都支店の設立が、 次のように記されている。 （一九四頁）
　
京都には明治三八年の大英百科全書の予約販売及翌三十九年のセ
ンチュリー大字典の予約販売の際、臨時出張所が設けられた程重要な地であつた。 （略）その場所は下京区三條通麩屋町西へ入ル弁慶石町三十四、 三十五番地で、地所及建物は既にこの五月九日買収を終つてゐた。 （略）而してこ 店では書籍文房具のみを取り扱つた。
　
京都丸善に関する『学鐙』に寄せられた記述を見ることとする。
山本修二「丸善・京都支店」 （ 『学鐙』昭和四四年一月） （一五六頁）
　
さて、その丸善の京都支店は、日本家屋の平屋建てで、中はうす
暗くユーウツだが、ショーウィンドーにかざってある装身具や雑貨にはどこの店にも見出せない異国的な輝きがあった。
生島遼一「大阪と京都の「丸善」 」 （ 『学鐙』昭和四四年一月） （一 頁）
　
私は梶井のような「気づまり」を感じて、この店を避けていた記
憶はないが、学生時代のころ 京都のここの店はどこか薄暗くて、狭くて、この梶井の短編 美しい密度のある文章で描写され いるような雰囲気はたしかにあった。
　
丸善京都支店は、薄暗さを感じることが両者に共通する認識である。
そして「日本家屋の平屋建て」であり、 狭い」ところであったことが述べられ いる。装身具や雑貨については山本修二氏が述べるように、その時代を先取りするような斬新さを漂わせていたのである。また、Ｅ．
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ブランデン氏も「丸屋、 丸善と学鐙」 （ 『学鐙』昭和三八年十月
　
一二頁）
で、 「このような訳で、わたしは、丸善の、心地よい、なごやかな書籍店で、ずっと以前に、楽しい時間を過ごしたも でした。 〝心地よい〟と申しました訳は、店内に入っても、無理矢理、本を買わされるということは決 てなかったとい 意味 あり」と述べている。　
これは東京の本店のことであったが、京都支店でも同じような店の雰
囲気があったものと思われる。 「瀬山の話」には「私」の舶来品への愛着が、次のように書かれている。
　
以前は金のない時でも本を見に来たし、それに私は丸善に特殊な
享楽をさへ持つてゐたものなのだ。それは赤いオードキニンやオードコロンの壜や、洒落たカツトグラスの壜や、ロコヽ趣味の浮し模様のある典雅な の中に入つてゐる、琥珀色や薄い翡翠色の香水を見に来ることだつたのだ。そんなものを硝子戸越に眺めながら、私は時とすると小一時間も時を費した事さへある。
　
舶来雑貨に対する執着は、西洋的なものであることに加えて、長時間
の鑑賞に耐え得る精巧さや美を備えた製品であったのではないか。舶来の雑貨は、西欧の歴史の中で培われた工芸品で、音楽や絵画や文学とともに、文化なのであろう。山本修二氏が「ショーウィンドーにかざってある装身具や雑貨には何処の店にも見出せない異国的な輝きがあった」と述べたことと符号する。　
丸善に対する心情を「瀬山の話」では、 「以前 金のない時でも本を
見に来たし、 それ 私は丸善 特殊な享楽をさへ持つてゐたものなのだ」という表現が、 「檸檬」で 「察し つくだらうが私にはまるで金が
かつた」 、 「生活がまだ蝕まれてゐなかつた以前私の好きであつた所は、例へば丸善であつた」というように「特殊な享楽」から「好きであつた所」と平易な表現に変化して る。ここに丸善に対する拘り 変化、執着心の減退を見ることが出来る。　　　
二
　「見すぼらしくて美しいもの」
　「見すぼらしくて美しいものに強くひきつけられ」 る心境が 「瀬山の話」と「檸檬」に次のように表わされている。
「瀬山の話」
　　　
　
何故だか其頃私は見すぼらしくて美しいものに強くひきつけられ
たのを覚えてゐる。風景にしても壊れかゝつた街だとか、その街にしても表通りを歩くより裏通りをあるくのが好〔き〕 つたのだ。裏通りの空樽が転つてゐたり、しだらない部屋が汚い洗濯物の間から見えてゐたり――田圃のある様な場末だつたら田圃の畔を伝 てゐるとその空地裏 美が転つてゐ ものだ。田圃の作物の中でも黒い土の中からいぢこけて生えてゐる大根葉が好きだつた。
「檸檬」
　
何故だかその頃私は見すぼらしくて美しいものに強くひきつけら
れたのを覚えてゐる。風景にし も壊れかかつた街だとか、その街にしても他所他所し 表通りよりもど か親しみのあ 、汚い洗濯物が干 あつたりがらくたが転してあつたりむさくるしい部屋が覗いてゐたりする裏通 好きであつた。雨や風が蝕んでやがて土
20
日本女子大学大学院文学研究科紀要　第 23 号
に帰つてしまふ、と云つたやうな趣きのある街で、土塀が崩れてゐたり家並が傾きかかつてゐたり――勢ひのいいのは植物だけで、時とすると吃驚させるやうな向日葵があつたりカンナが咲いてゐたりする。
　「瀬山の話」から「檸檬」への創作過程では「表通り」が「他所他所しい表通り」に、 「裏通り」が「どこか親しみのある」裏通りに、 「しだらない部屋」が「むさくるしい部屋」と、 より具体的で平明な表現となっている。明白な差異は「檸檬」では「雨や風が蝕んでやがて土に帰つてしまふ、と云つたやうな趣きのあ 街で、土塀が崩れてゐたり家並が傾きかかつてゐたり」と滅びに向かう風景への心情の傾斜が見られることである。　梶井は初期に、 「瀬山極」というペンネームを使用しているが、これ
は梶井が惹かれていたポール・セザンヌをもじったものである。 のことについて友人の中谷孝雄
（４）
は次のように述べている。
　
西洋美術品の招来されることも、その頃はなかなか盛んであつた。
梶井はそれらの展覧会も片つぱしから見てゐたやうであるが、特にセザンヌには心をひかれることが強かつたやうだ。後に劇研究会で試演をすることになつた時、梶井は瀬山極の名を用ひたが、瀬山はセザンヌ、極はポール、そつくりそのままセザンヌの姓名を拝借したものだつた。
　
ここで「土塀が崩れてゐたり家並が傾きかかつてゐたり」という廃屋
について、梶井は日記
（５）
で、 「セザンヌの廃屋と風景とは何れが美なるか」
と述べている。このことに関して、梶井が読んでいた、 『中央美術』第八八号（大正一二年一月）でみていきたい。それは、竹内逸「大阪の泰西名画展を観る――松方氏蒐集品」である。そこには次のように書かれている。 （三四頁、三九頁～四〇頁）
　
去秋大阪毎日新聞社楼上で開催された松方氏所蔵品の展覧会は何
れも驚歎すべき作品で充ちてゐた。　
ゴーギヤンの「風景」に隣つてセザンヌの「廃屋」がある。その
次にルノアールの「静物」がある。そし ゴツホの「花」 、ゴーギヤンの「タイチ にて」 、ルノアールの「カーニユ 石階 などがある。それに隣つてセザンヌの「風景」がある。　
このセザンヌの「風景」は何としても当展覧会中の異彩 一つで
ある。
　
ここに書かれている「去秋」は、大正一一年秋ということになるが、
梶井が、第三高等学校に在学しており、京都に下宿をしていたこ 、実家が大阪で度々帰省していたことなどから 大阪の著名な画家の展覧会には、足を運んでいた可能性が高い。 『中央美術』 掲載された「廃屋」という作品は、 「ひびわれた家」という題が付されたもので、次のような解説
（６）
が付けられている。
　
自然の中の酷暑と孤独と荒廃という世捨人 ヴィジョンのロマン
ティックな絵画である――セザンヌの若いころの想像の中 あった聖アントワンヌが生きた空間である。 （略） 亀裂 ある壁 テーマは、
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風景の中にも渗透する。
　
ここに表れる聖アントワンヌについては、次のような解説
（７）
がなされて
いる。
　
セザンヌは二、 三年後には、ギュスターヴ・フロベールによる小
説のおかげで当時よく知られていた苦行の修道士、聖アントニウスの伝記を描くことになる。画家も小説家も、あらあらしい肉欲と禁欲という対立する力に焦点を当てている。　
フロベールにとって聖ア トニウスの物語は、心が乱れるほどの
めり込んだものだったが、 セザンヌにとっ も同様だった。 フロベールは、 （略）手紙の中で、 「私 そがこの聖者だった」と語っていが、セザンヌもまた、 《聖アントニウスの誘惑》の第一作（略）において この主人公と自らを同一視していた である。
　「聖アントニウスの誘惑」は吉田秀和『セザンヌ物語
Ⅰ（８）
』では、同じ
絵が「聖アントワーヌの誘惑」と書かれている。セザンヌは最晩年の一九〇六年九月二八日付け 息子ポール宛の手
紙（９）
に心境を次のように
語っている。 「私はいつまでも孤独でいるにちが ない。人間どもの狡猾さは全く恐 べきもので、決してそこから抜け出せないほどだ。盗み、うぬぼれ、自負、凌辱、財産差押えなどと少しもかわらない。しかし風景は実に美しい」と語っている。また、永井隆則
氏
）（1
（
は、 「一八六〇～
八〇年代のマネやルノワール、モネ、ドガ、また一八九〇年代のロートレックなどは、急速に近代化が進むパリの情景を描いた画家たちである。
しかし、プロヴァンスとパリで二重生活を送っていたセザンヌは、都市景観や風俗には一切興味を示さなかった。彼が絵画で実現しようとしたのは、 近代化以前の自然、 もはや近代には求めようもないユートピアだった。この点でセザンヌは、反近代主義者であった」と述べている。　「セザンヌの若いころの想像の中にあった聖アントワンヌが生きた空間」は苦行の修道士が体現した孤独感であり禁欲の生活であろう。そして、セザンヌは孤独と荒廃をテーマにして廃屋を描いたのではないだろうか。自然の風景のなかにひっそりと溶け込んだ廃屋のた ずまいには、
「無」ではなく、自然の風景とともに、前近代からの悠久の存在感を感じ取っていたのではあるまいか。　
セザンヌの絵のなかで廃屋をテーマにしたものでは「首吊りの家」
（一八七二～七三年
　
オルセー美術館）という絵画がある。これを画
集
）（（
（
の中山公男氏の解説で見ることとする
　
この絵のあたえる圧倒的な力強さは、いうまでもなく、遠い眺望
の前に、左右の家の重味のあるマッスを組み合わせた構図によるものだが、しかし、おそらくそれ以上に、セザンヌが、 「首吊りの家」と名づけられ長く空き家となったこの家 感じとった情緒の重さが、観る人にも感じられるからだ い てよいだろう。風景が、ここでは、心理学的な、象徴主義的な色あ さえおびるのである。
　
また、 「シャトー・ノワール」 （一九〇〇～一九〇四
　
ワシントン、ナ
ショナルギャラリー）という作品には、次のような同氏の解説がなされている。
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ピスタッチョの樹などの繁みになかばかくれた黄色い館「シャ
トー・ノワール」がある。一九世紀に建てられた館で、ある化学者が棲み、悪魔的な魔術の研究を行っていたという言い伝えから「黒い館」の名が生まれたらしい。実際には、黄色っぽい石の館である。　
セザンヌは、晩年、サント＝ヴィクトワールの眺望とともに、こ
の廃屋を繰り返し題材とした。暗い、悲劇的な、荒涼とした風景は、この廃屋から受けとられた印象であるばかりでなく 晩年のセザンヌが、人間存在そのも について、あるいは自然の生成の原理について感じ取っていた情調の反映であるといってもよい。
　「檸檬」における「私」が、裏通りにある「雨や風が蝕んでやがて土に帰つてしまふ、と云つたやうな趣きのある街で、土塀が崩れてゐたり家並が傾きかかつてゐたり」とい 裏通り 風景に惹かれるのは、当時心酔していた、セザンヌの廃屋をテーマにした作品が念頭にあったと考えられる。崩壊に向かう滅び 美とともに、その建造物の歴史への愛着を、セザンヌの廃屋同様に感じ取ってい のではないか。　自然についての描写が少ないが、それは「私」の行動範囲が、都市の
裏通りにしか及んでいな めである。しかし錯覚により「京都から何百里も離れた仙台とか長崎」というう地方都市を、裏通りの「壊れかつた街」との二重写しで現出させるのである。　　　
三
　
セザンヌと色彩
　
 また小林秀雄
氏
）（1
（
は、 「近代絵画
　
セザンヌ」でセザンヌの音楽性と色
彩感覚について次のように述べている。 「セザンヌは大変音楽を愛した
人だ。彼の好んだモチフという言葉は、ワグネルが有名にした言葉であるし、セザンヌの若い時の絵には、タンホイザーを主題にしたものが何枚もある」 、また「セザンヌ 色彩感受の道 徹底したものであって、光も他の物象と同様に色と見たし、空間さえ色として感じているようである。彼は、
面プラン
という言葉を好んで使っているが、色は到るところで、
色彩 プランと て現われる」と述べている。　
セザンヌの色彩への思い入れを、画家エミール・ベルナールの「回想
のセザンヌ
）（1
（
」でみていきたい。ベルナールのパレットの上に、白の外四
種の色しか並べていないのを見て 「君はたったこれだけの色で描いていたのか。 （略）ネプルス黄 どうした？セピアは？コバルト青は？濃い赤は？これらの色なしでどうして絵が描けるも か！」とセザンヌに言われたということである。 「自分 パレットに並べてあった色は、クロォム黄、朱、ウルトラメェル青、紅色それに白にすぎなかった。今まで自分のけっして使用した覚えのない絵の具を翁は、すくなくも二十種余り知らせてくれら
マ
れマ
た。翁はパレットの上にすべての絵の具の色階を
備え、それを混用しないで使っておられたのだ」と書いている。セザンヌの多色とともに、同じ黄や赤や青など も異なる色調への拘りを見ことができる。また、デッサンと色彩 関係についても、 「画家はデ
ス
サンと色彩とで、各自の感覚なり知覚なりを明示するのだ」と 述べてデッ が絵画にとって不可分であり、重要 ことを伝えいる。　
一方、梶井の書簡
）（1
（
で音楽と色彩について触れているものがあるので見
てみたい。それは「私は近頃詩を作ります。みな未成品ばかりで 。音楽及び絵画のやうな効果をもたらす詩です。いろいろな色彩的な文字でデコデコに塗つて、シンフオニーだ 云つてやる積りです」というも
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である。　
ここにセザンヌの音楽性と色彩感覚の精鋭さの影響を見ることができ
るのではないだろうか。そして「いろいろな色彩をデコデコに塗つて」というところは、花火やびいどろの色使いに反映されているのではないか。また、黄、赤、青への拘りにはセザンヌへの意識を見ることが きる。　
又、セザンヌの絵画のなかでは、果物が描かれている静物画が多くみ
られる。それは「林檎
皿
）（1
（
」 （一八七五～七七年頃
　
メトロポリタン美
術館） 、 「林檎とオレンジ
）（1
（
」 （一八九九年頃
　
オルセー美術館）などである。
又、多くの柑橘類や林檎や他の物体のなかで、檸檬が単体として描かれている作品を見ることができる。梶井が読んでいた『白樺』 （大正一一年一月号）には、 「静物」と題された挿画が二点掲載されている。そのうちの 点は、 「砂糖壺、 梨とテーブルクロス」 （一八九三～九四年
　
ポー
ラ美術館）で、テーブル 上にクロス、砂糖壺 ともに 数多くの洋梨などの果物が描かれている。そして一顆の檸檬が その右前面に置かれている。中央より左側に、砂糖壺、皿に盛られた洋梨など 果物があるため、 全体 バランスは 左 寄っているような配置に っている。たった一個の檸檬ではあるが、前面にあるということや、インパクトの強黄色の色彩により、バランスが保たれる構図を形成している。また、 「黒い置き時
計
）（1
（
」 （一八六七～六九年
　
個人蔵）は、テーブルの上に白いク
ロスが掛けられ、その上に、花瓶、大きな貝殻 コーヒーカップが置かれている。その背景に黒い針のない置時計 配さ ている。暗色をバックにし 白いクロスに右側が僅かながら隠れた様子で黄色の檸檬が置かれている。後景の黒い置時計と黄色い檸檬の対比 印象的な作品となっている。そして針のない時計は セザンヌの近代へ向かう「時」に対す
る抗いも、感じ取ることができるのではないか。　「見すぼらしくて美しいもの」を端的に表したものとして、 「花火」や
「おはじき」 、 「南京玉」が例にあげられている。その花火も「あの安つぽい絵具で赤や紫や黄や青や、様ざまの縞模様を持つた花火の束」であり、 「中山寺の星下り、花合戦、枯れすすき。それから鼠花火」というような様ざまな花火であ 子ども時代の郷愁がそ られるものとなっている。また、 「安つぽい」 「様ざま 縞模様」か は、 「デコデコ」した原色が想起できるが、そ 色からびいどろで作られた、おはじきや南京玉の涼やかな色へと想像が広がっている。さらには、 嘗めたときの 「幽かな涼しい味」 ら、 「幼時のあまい記憶」が蘇るのである 、 れは両親の思い出であり、楽しい記憶への回帰である。　
また、 「見すぼらしくて美しいもの」としては、習作「瀬山の話」では、
安線香にも言及している。 「私はまた安線香がすきだつた」として、 「上包みの色」と「匂ひ」へ 執着 書かれて る 、定稿では削除 れいる。こ ことは、後に購入する檸檬の「匂いやかな空気」との齟齬を感受したからではないか。　
色彩について「檸檬」のなかで特徴的に表れるのは、黄色と多色とい
うことである。檸檬が黄色で単色、花火やびいどろは赤や青や紫や黄の多色で表されて そ なか 川尻瞳氏
）（1
（
は「いろいろな色彩をもつも
のが列挙され、その中で黄色い〈檸檬〉が登場 、特別なインパクトをもって主人公の心を惹きつけると う『檸檬』での使われ方はまさしくこの黄色の特徴を生かしたものである」と、色彩 かでも黄色に注目している。　「檸檬」における黄色は、安っぽいが心をそそられる多色の代償として布置されている。
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そして、黄色が持つ究極の美として色も形も重さも、 「私」が求めて
いたものが檸檬であるとしている。 しかし、 「見すぼらしくて美しいもの」でも「二銭や三銭のもの――と云つて贅沢なもの」 、 「美しいもの――といつて無気力な私の触角に寧ろ媚びて来るもの」と 自分の嗜好に強訴えかけるものと規定している。　
また花火では、多色であるとともに多数であるこ が特徴としてあげ
られる。それは「花火の束」 、 「一つづつ輪になつて箱につめてある」という描写である。この多色使いと多数というこ もまた、 「安つぽい」ということの代償ではないか。そしてこの多色と多数 対照的に表れるのは、 「レモンエロウの絵具をチユーブから搾り出して固めたやうなあの単純な色」という檸檬の単色と、 一つだけ買ふことにした」とい一顆 檸檬を買う 行為である。そしてさらには、 「私」 が丸善で 「一等いい鉛筆を一本 ふ位の贅沢」と同様 意味を持つ である。　
丸善では、 「本の色彩をゴチヤゴチヤに積みあげて」 、その上に爆弾に
見立てた檸檬を据え置くのである。その時「その檸檬 色彩はガチヤガチヤした色の諧調 ひつそり 紡錘形 身体 中へ吸収してしま て、カーンと冴えかへつてゐた」と表現されているが、それは 私」 なかでは、多色で多数のものが、一顆の檸檬に収斂されてしまうほど 威力のあるものと感覚されたのであろう。　
また、画本を積み上げて、その上に檸檬を置いたことについて安東次
男氏
）（1
（
は、 「 『檸檬』には近代絵画のグラダシオンに対する配慮と同質のも
のが見られるし、それがセザンヌ的な造型感覚につ がって ることも見られるのであ 」と述べている。色彩だけ なく、セザンヌの静物画の構図に見られる一顆 檸檬の存在 との同質性が見出せる。　「美しいもの」は一顆の単色の檸檬により体現されたともいえるので
ある。このことはまた、 「えたいの知れない不吉な塊」が「肺尖カタルや神経衰弱」や「背を焼くやうな借金」などのすべてを包含していることと通底している。　「見すぼらしくて美しいもの」は花火やおはじき、南京玉であるが、これらは過去の幼児体験に基づくものである。一方、 「雨や風が蝕んでやがて土に帰つてしまふ、と云つたやうな趣のある街で、土塀が崩れてゐたり家並が傾きかかつてゐたり」する風景は前近代的なものといえる。そして街を彷徨する きに立ち止まった 駄菓子屋」や「乾物屋」も近代に対する前近代か 現代の流れのなかで捉えられる店とい るのである。　このように「檸檬」では近代と前近代と過去が交錯して描かれている。
　　　
四
　
近代と前近代
　
西欧的近代について宮沢賢治氏は「賢治の近代と反近代
）11
（
」で次のよう
に述べている。
　
意識の中の西洋近代の存在、他の一つは、その仮定のもとに形骸
だけの文明の皮相性（＝都会性）への反発、つまり批評精神の有無であろう。それを裏側から言えば、近代という移入された西洋文化の中 、東洋の島国、日本の地にありながら、しかも行為者がそこに生きているという事実（＝土着あるいは地方性）ということと大いに関係がある。
　
また、神田由美子氏は「梶井基次郎「檸檬」の丸善
）1（
（
」で次のように述
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べている。
　
丸善を媒介とする現在の〈私〉と以前の〈私〉のこの二元論的描
写には、当時の梶井の丸善への、そして丸善が象徴する西洋的近代への強い愛憎が反映されていたと言ってよいだろう。　
心身の衰弱と借金と放浪生活によって、進歩、健全、勤勉、秩序
をめざす西欧的近代から脱落した現在の〈私〉にとっ 、近代の象徴としての丸善の闇の力 あまりにも強かった。
　
丸善の中にある洋書、雑貨のすべては西欧的近代、それも資本主義経
済を顕在化したものと捉えることもできる。金があ ときには意識しなかった丸善の宮沢氏の言うところの「近代という移入された西洋文化」又、 神田氏の「近代の象徴 しての丸善の闇の力」に対する反発がなかったとはいえないだろう。　「私」は、丸善で画本を積み上げた上に檸檬を置いて、丸善を「粉葉みじん」にすることを企てた。丸善と画本 檸檬について、近代性と資本主義の幻影を破壊することを目論んだ いえるのではな か。　しかしここでも、近代と前近代の交錯が見られ 。 「私」は檸檬の匂
いを漢文で習ったとして「買柑者之言」を引いているが、これは中国の明の時代に劉基が作った風刺文である。そして檸檬 産地のカリフォルニアと中国という東洋を勘案すると、欧米対東洋の図式が描かれる。　
海野弘氏は
）11
（
「この作品を一九二〇年代のモダン・シティ小説として位
置づけてみるなら、レモンのイメージは象徴的である。 （略）ハリウッドのあるロスは、アメリカン・モダンを代表していた こからきたレ
モンは、西欧の先端を体現していたのである」と檸檬の近代性が書かれている。　
びいどろの味は、 「幼時のあまい記憶」として蘇ってくるのであるが、
それはまた、父母の追憶に重なる。習作「瀬山の話」では父親はすでになく、母親だけが描かれている。梶井と母の関係性において、安藤靖彦氏
）11
（
は、 「 〈母〉のことは梶井の終生、側から放せない基調音的課題であっ
た。その意味では、定稿における母の消去は、その分、小説 中でのレモンの位置 重さを示し て、この作品の性格を露わにしている と述べている。　
詩「秘やかな楽しみ」と定稿「檸檬」では母 表現は見られない。習
作「瀬山の話」においては、 「私」と母は相互依存 関係も見られるが、究極的には、 「孩子だつた時の様に を抱きとつてくれる」と全面的な母への依存が見られる。 そし 「檸檬」 で母のみの表現が消えたのは、 私」の自立に大きく関わっている。そしてその自立にカタルシスが関連付けられると思われる。　　　
五
　
諧謔とカタルシス
　
習作「瀬山の話」と「檸檬」には、語りかけの会話体の表現が多く見
られる。 「瀬山の話」では、 「それに第一、線香の匂ひがどんな いゝものだかは君も知つてゐるだらう」や 何に
ママ
？君は面白くもないと云ふの
か。はゝゝゝ、そうだよ、あんまり面白いことでもなかつた だ」と言うように、他者を意識した、同意を強要するような表現ともなっている。これは孤独感に対す 代償であるとともに、自立心の欠如の表 ではないだろうか。
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これに対し、 「檸檬」の会話体の表現では、 「察しはつくだらうが私に
はまるで金がなかつた」や「――つまりは此の重さなんだな。――」 、 「今日は一つ入つて見てやらう のような、他者ではなく、独白のような自分との対話と言える表現となっている。そこには、他者が介在しない、自己完結という構図が見られる。自分が感覚することを自己の内部で解決するという自己完結性により、カタルシスが感受できると思われる。これは、古閑
氏
）11
（
が「 「檸檬」が一過性の自己慰安（カタルシス）に浴す
ることになる」と述べていることに相当するものと思われる。　
自己完結がカタルシスとして達成されるのは、次の場面においてであ
る。近代の象徴であ 丸善 画本と檸檬 対して檸檬爆弾を仕掛け、丸善から外に出たあとの「変にくすぐつたい気持ちが街の上の私 微笑ませた」という感慨で る。　
そして自己完結という状況においては、余裕のある心境により、諧謔
の表現の表出が見られる。それは「――それをその ま しておいて私は、何食はぬ顔をして へ る。――私は変にくすぐつたい気持 した「出て行かうかなあ。さうだ出て行かう」 」のように、心の余裕の見られるものとなっている。　　　
おわりに
　
現在の「落魄れた私」とって、心地よく感じるものは、 「見すぼらし
くて美しいもの」である。 「二銭や三銭のもの――と云つて贅沢 もの。美しいもの――と云つて無気力な私の触覚に寧ろ媚び 来るもの」に「私」の心は慰められのである。金はなくとも美は手放さない。しかし、多色への懐古の反面、檸檬の単色を心奥では希求している。そして、丸
善という近代と、廃屋という前近代の対比を見ることができる。また、崩壊しつつある、裏通りの風景との二重写しで、京都から遠く離れた閑静な旅館の一室を同時に見るなど、前近代への愛着を示しつつ、近代への憧憬は捨て去ってはいないというよ に、アンビバレンスの心情を見ることができる。それを吹き払うために、丸善と洋書と檸檬の爆発が幻想で実行される。それが諧謔であるのは、終章の「変にくすぐつたい気持ちが街の上の私を微笑ませた」に表れているのである。　「檸檬」は、詩「秘やかな楽しみ」の出来事が平明な表現で、小説のなかに生かされたも となっている。そのため、習作「瀬山の話」で表われた、 友人関係の不安、 デカダンな生活、 また「こんなこ がある」 「こんなのがあつた「こんな経験があ だらう」 「同じやうな とは以前にもあつた」などの表現を前置きとして、日常瑣末と思われ 出来事を繋ぐ手法もなくなっている。　梶井が日
記
）11
（
に書いた、 「セザンヌの廃屋と風景とは何れが美なるか」
という記述の「廃屋」を前近代に、また、 「風景」を現代 措定のではないだろうか。 「檸檬」 は丸善の近代、廃屋の前近代、 「甘 記憶の」過去、裏通りのカンナや向日葵の咲く現代と 様々 時が描かている。　
詩「秘やかな楽しみ」から習作「瀬山の話」 、 「檸檬」という作品の流
れでみると、習作「瀬山の話」から、挿話「檸檬」を取り出し、そ を精神面や文体のうえからも より平明にと彫琢し も が「檸檬」であるといえるのではないか。　
ここに同時期に草稿が書かれていた、 「城のある町にて」の文体と通
底していることが指摘できる。また、梶井が日記に書い セザンヌの廃屋と風景は何れが美なるか」では、 「檸檬」には「廃屋 がテーマとなっ
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ているが、 「風景」は、ほとんど扱われていない。しかし、 「城のある町にて」では療養先の姉の嫁ぎ先である、三重県松阪の風景の描写が多く見られる。 「檸檬」と「城のある町にて」の二作品の、文体と風景描写についての考察は、今後の課題としたい。注（１） 『梶井基次郎全集』第二巻（筑摩書房
　
昭和四一年七月「日記」第三帖
　
大正
一二年） （一六三頁）
（２） 『梶井基次郎全集』第三巻（筑摩書房
　
昭和四一年七月） （大正一一年四月一四
日
　
近藤直人宛書簡） （七二頁）
（３） 『丸善社史』 （丸善
　
昭和二六年九月） （二頁）
（４）中谷孝雄『梶井基次郎』 （筑摩書房
　
昭和四四年九月） （三九頁）
（５） １ に同じ（６）
　
M
eyerSchapiro 『
C
E
Z
A
N
N
E
（日本語版〉 』 （美術出版社
　
昭和六二年一一月）
（一〇八頁）
（７）メアリー・トンプキンス・ルイス、岩崎克己訳『岩波
　
世界の美術
　
セザンヌ』
（岩波書店
　
平成一七年一月） （五五、 五八、 八〇頁）
（８）吉田秀和『セザンヌ物語Ⅰ』 中央公論社
　
昭和六二年三月） （一三一頁）
（
9）ジョン・リウォルド
　
池上忠治訳『セザンヌの手紙』 （筑摩書房
　
昭和四四年
九月）
　（二六四頁）
（
10）永井隆則『もっと知りたい
　
セザンヌ
　
生涯と作品』 （東京美術
　
平成二四年
三月） （六四頁）
（
11） 『アート ・ ギャラリー
　
現代世界の美術三
　
セザンヌ』 （集英社
　
昭和六一年七月）
（№二三、№三三）
（
12）小林秀雄「近代絵画
　
セザンヌ」 『日本の文学
　
四三
　
小林秀雄』 （中央公論
社
　
昭和四〇年一一月） （三〇五頁、三一七頁）
（
13） エミール・ベルナール
　
有島生馬訳 「回想のセザンヌ」 『世界教養全集
　
一二』 （平
凡社
　
昭和三七年六月） （四七九頁
　
四八二頁）
（
14） （２）に同じ
（
15） （
10）に同じ。三九頁
（
16） （
10）に同じ。七一頁
（
17） （
10）に同じ。二六頁
（
18）川尻瞳「梶井基次郎試論――色彩と共感覚の『檸檬』――」 （ 『同志社女子大
学
　
日本語日本文学』第一四巻
　
平成一四年） （六二頁）
（
19）安東次男「幻視者の文学」 『近代文学講座
　
第一八巻』 （角川書店
　
昭和三四年
一二月） （三三一頁）
（
20）宮沢賢治「賢治の近代と反近代」 『宮澤賢治
　
近代と反近代』 （洋々社
　
平成五
年五月） （平成五年五月） （一八頁）
（
21）神田由美子「梶井基 郎 檸檬」 丸善 国語展望』 （平成七年一〇月） （一八
頁）
（
22）海野
　
弘「レモンの街
　
京都モダン・シティ紀行」 （ 『梶井基次郎『檸檬』作品
論集』
　
近代文学作品論集成一二
　
クレス出版
　
平成一四年九月） （二八七頁）
（
23）安藤靖彦「 「瀬山の話」と 檸檬」 「過古」 『梶井基次郎』 （明治書院
　
平成八
年一月） （二九
（
24）古閑
　
章「檸檬」 『梶井基次郎研究』 （おうふう
　
平成六年一一月） （一五八頁）
（
25） （１）に同じ
［付記］
本文の引用は『梶井基次郎全集』第一巻（筑摩書房
　
昭和四四年六月）をテ
クストとし、引用もそれに拠った。旧字は新字に改めた。
（日本文学専攻
　
博士課程後期三年）
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T
hecontem
poraryandearlym
odernperiodsseenthroughM
otojiro
K
ajii's“L
em
on”
K
O
N
D
O
N
ori
［
A
bstract ］
T
hetitleofM
otojiroK
ajii’sbest-know
w
ork,“L
em
on,”
derivesfrom
aneponym
ousanecdoteintheauthor’sdraftm
anuscript
forth
eu
n
fin
ish
ed
“S
ey
am
aS
tory
.”In
th
esh
ortn
ov
el(“I”),th
e
narrator,hasfallenintoaruinousstatethroughillhealthanddebts,
andhasstoppedgoingtoM
aruzen,thebookstoreinK
yotothathe
onceadored.Inthepresent,itisnow
thebackstreetsofthecitythat
allurehim
.Inthesebackstreetsem
ergesasceneryapproachingdoom
,
w
here“M
udw
allscollapseandtherow
sofhousestiltoveratan
angle.”Itispossibletoseeaconnectionbetw
eenthesedescriptions
andthedesertedhouseshedescribesthusinhisdiaryentriesof1923:
“W
h
ich
ofC
ezan
n
e’sd
eserted
h
ou
sesorh
islan
d
scap
esareth
e
beautiful?”
O
necandetecthereacontrastbetw
eentheM
aruzenstore,w
hichis
theconcretem
anifestationofthecontem
poraryw
orld,andtheearly
m
odernbutnow
defunctdesertedhouses.F
urtherm
ore,thecolorful
vidroglassandfirew
orkscanbeconnectedtoC
ezanne’sfastidious
useofcolorinhispaintings.A
ndintheactofplacingalem
onontop
ofhisheaped-uppileofpicturebookstheauthorcanrem
indusofthe
com
positionofC
ezanne’sstilllifepaintings.F
inally,thedestructionof
M
aru
zen
b
y
K
ajii'sfan
tasy
ofa“lem
on
b
om
b
”can
b
eseen
as
reflectingboththeauthor’ssenseofhum
orandatem
porarycatharsis.
［
K
eyw
ords ］
M
aruzen,contem
porary,earlym
odern,C
ezanne,hum
or
